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日本リハビリテーション医学会市民公開講座
モビリティと健康

福井大学医学部地域高度医療推進講座　山口朋子

令和 6 年度の日本リハビリテーション医学会市

民公開講座は北陸地方会が担当し，「モビリティ

と健康」と題して 2024 年 11 月 17 日に JR 福井

駅構内の福井市観光交流センターで開催されまし

た．「モビリティ」は移動能力と移動手段の両方

の意味で使われることを受け，歩行と健康，疾病

と自動車運転，移動支援をテーマに，講演会，パ

ネルディスカッション，さらに体験・相談コー

ナーを，福井県脳卒中・心臓病等総合支援セン

ターとの共催で企画しました．

オープニングは福井大学医学部管弦楽団精鋭メ

ンバーによる金管五重奏．第 1 部の講演会は福井

大学医学部附属病院リハビリテーション科の髙橋

藍先生による歩行が健康に与える影響，ロコモ

ティブシンドローム，骨粗鬆症に関する講演で幕

を開けました．さっそく会場から休日の活動量を

向上するコツや，骨粗鬆症の三次予防に関する質

問の声があがりました．続いて福井医療大学の佐

藤万美子先生より疾病が運転に与える影響と，ク

ルマ社会における移動支援に関する提言をいただ

きました．福井県交通まちづくり課の竹沢進氏か

らは県内の公共交通機関の現状と福井県が進める

移動支援が紹介され，会場からは駅のバリアフ

リー化やコミュニティバスの確保に関する質問，

特に高齢者や車いすユーザーへの支援について要

望の声があげられました．

第 2 部は看護師，栄養士，薬剤師，理学療法士

によるパネルディスカッションを行いました．こ

こでも会場からサプリメント服用の是非や日頃の

食事バランス，高血圧とがんの関連などについて

活発な質疑応答がありました．

体験・相談コーナーでは福井県公安委員会によ

る運転 virtual reality（VR）をはじめ，血圧・脈拍

測定，転倒リスクや認知機能評価のデモンストレー

ション，おくすり相談，栄養相談のブースが設けら

れました．多職種が一堂に会することで，隣り合う

ブースで相談者を紹介し合う様子も見られました．

参加者アンケートには「オープン形式で参加し

やすかった．」「体験コーナーが楽しかった．」「運

転が難しい人でも不便を感じない社会（にしてほ

しい）．」「自分は高校生だが未来の自分たちの健

康を守れるような意識改革が必要だと思った．」

「家人が脳卒中になった後，仕事を辞めることに

なり社会から分断され，ふさぎがちになっている

ので，今日の講義を持ち帰って家人と話したい．」

などの声が寄せられました．

市民に開かれた会を開催することができ，この

ような機会を与えてくださった日本リハビリテー

ション医学会ならびに北陸地方会の皆様のご協力

に深謝申し上げます．
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